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研究成果の概要（和文）：障がい者の健康づくりにおいては，個人要因の他に，外部要因である社会環境との関
連を明らかにし，支援的な地域づくりをすすめることが望まれる。肢体不自由者への支援では，褥瘡，骨粗鬆
症，排泄などの障害特有の健康･栄養状態に関する情報，栄養課題解決のための食物摂取や食行動に関連した情
報，受傷後の入院時ならびに慢性期の医療機関での食教育や食情報の提供などの環境整備が必要である。食環境
に対する認知は，健康関連QOLと食関連QOLでは関連項目が異なり，目標によって環境整備のアプローチを変える
必要がある。地域での障がい者への健康支援では，若年者と高齢者ではヘルスコミュニケーションが異なる可能
性がある。

研究成果の概要（英文）：Health promotion among individuals with physical disability demands 
supportive community development. It is necessary to clarify the relationship between intrapersonal 
factors and the social environment. Healthy dietary habits can be promoted in individuals with 
physical disability through access to information on food intake and how dietary behavior 
modification can resolve health problems, and nutrition education within medical institutions during
 the acute and chronic period. Health-related quality of life (HRQoL) was positively related to the 
dietary information on perceived food environment in the community, and dietary satisfaction was 
positively related to the perceived food environment at home. It is necessary to modify the 
environment according to individual needs―health communication may need to be different between the
 young and the elderly.

研究分野： 応用栄養学, 公衆栄養学
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１．研究開始当初の背景 

 「全ての国民が共に支え合い，健やかで心

豊かに生活できる活力ある社会の実現」には，

生活の質（QOL）ならびに社会環境の質の向

上が望まれる。健康づくりには個人的要因の

他に，社会環境的要因が重要な役割を果たす。

したがって，障がい者の健康づくりにおいて

も，外部要因である社会環境の質を評価し，

有効なヘルスコミュニケーションを明らか

にし，支援的な地域づくりをめざすことが重

要である。しかし，我が国では，高齢者の増

加に伴う障がい者の増大が社会問題となっ

ているにも関わらず，障がい者のヘルスプロ

モーションの取り組みは遅れている。 

 身体・知的・精神の障害のうち最も多いの

が身体障害である。身体障害のうち最も多く

の割合を占める肢体不自由者は，事故による

若年者がいる，生活習慣病を起因とする中年

期ならびに転倒による高齢期の中途障害が

多い，不活動から生活習慣病のリスクが健常

者よりもさらに高い，事故や脳梗塞など「も

しかしたら私も」と誰にも起こりうることを

実感しやすい，自律しているが身体機能に不

自由があり支援の必要性が高く「見た目」で

障害がわかることが多く，不自由な様子をみ

て「お手伝いをしたい」と思う若者など，支

援者をよびこみやすいなどの特性がある。 

 近年の医療・福祉の進歩は，身体に障害が

あっても長生きできる時代を可能とした。例

えば，脊髄損傷者の寿命は 50 年前には損傷

後数年と言われていたが，現在の平均寿命は

健常者と遜色ない。我が国は障がい者の増大

と障がい者の高齢化という，かつて経験した

ことのない状況に直面しており，早急に障が

い者の健康づくりに取り組む必要がある。そ

のためには，障害を有していても自立/自律し

て健康的な食生活を送っている者の健康を

維持・増進するという，“障がい者のヘルス

プロモーション”の視点からの支援的社会環

境づくりが必要である。 

２．研究の目的 

障がい者の健康づくりに有効な社会環境的

要因を明らかにし，最終的には，若者を巻き

込んだ支援的コミュニティ・地域づくりをめ

ざすために，次の 3点を目的とした。 

（1）食生活の良好さと関連する周囲の人の

支援的要因（質的検討） 

当事者の食生活の良好さや健康的な食行動

に関連する周囲の人の支援的要因について

質的に検討し，有効な関連要因，課題および

解決策を明らかにすること。 

（2）QOL と関連する環境要因 

食環境整備をすすめる上で鍵となる要因を

明らかにすることをめざし，在宅で生活する

車椅子利用者（脊髄損傷者）を対象に，健康

関連QOLおよび食生活満足度と食環境認知と

の関連を明らかにすること。 

（3）支援する側からみた食生活の支援と社

会環境 

障がい者（主に身体障害・肢体不自由者）が

健康的な食生活の支援にアクセスすること

を促すために必要なヘルスコミュニケーシ

ョン，ソーシャルサポートの資源，ソーシャ

ルキャピタルなど，社会環境の質について，

支援する側から検討すること。 

 

３．研究の方法 

（1）①2011 年に実施した公益社団法人全国

脊髄損傷者連合会に所属する脊損者2,731名

を対象とした質問紙調査より，「食事や食べ

ることで困っていることがありますか。どん

なことでもよいので教えてください」の問に

対する自由記述の回答を検討した。解析対象

となった 282 名（男性 218 名，女性 64 名，

有効回答率 10%）は，平均年齢 61.2（SD 11.8）

歳，受傷後経過年数 27.6（SD 13.2）年であ

る。回答は，同じような内容でまとめ，カテ

ゴリ化した。カテゴリ化は 2名の管理栄養士

免許を持つ研究者が独立して行った後，意見

が一致するまで話し合った。 



②スノーボールサンプリングにより選定さ

れた，障害部位，職業の有無，受傷後年数や

居住環境などが異なる東京近郊で自立して

生活をしている成人の脊髄損傷あるいは車

椅子利用の方 9 名を対象とした（男性 7 名，

女性 2 名）。インタビューは，2015 年 3 月，

あらかじめ準備したインタビューガイドに

そって実施した。所要時間は1時間半である。

（1）①の自由記述の解析から導き出された

在宅脊損者が食生活で困っていることにつ

いて，次の3点について話し合ってもらった。

障害を負ってから同じように困ったことが

あるか，困った時にどのように対処している

か，在宅脊損者が健康的な食生活を送るため

には何が必要か。インタビュー内容は IC レ

コーダーに録音し，終了後，逐語録を作成し，

3名の管理栄養士が KJ 法により分析し，カテ

ゴリ化し，分析した。 

（2）公益社団法人全国脊髄損傷者連合会の

登録会員 2,007 名を対象に，2015 年 8月，郵

送法による自記式質問紙調査を実施した。調

査票の項目は，属性，健康関連 QOL の尺度で

ある SF-8，食生活満足度，食環境認知，食生

活リテラシーとした。調査票の回答が得られ

た 576 名（回収率 29%）のうち，性，年齢，

障害名，損傷部位が未記入の者，脊髄損傷以

外の障害，施設入所者を除外した 506 名を解

析対象とした（有効回答率 25%）。従属変数は

SF-8 の身体的サマリースコア，精神的サマリ

ースコアおよび食生活満足度，独立変数は食

環境認知 8項目，共変量は性，年齢区分，損

傷部位，受傷経過年数区分，居住形態，就業

有無，公的介護サービスの有無とし，二項ロ

ジスティック回帰分析を行った。 

（3）社会調査会社のモニター登録名簿から，

該当する地区に居住する選択基準該当者と

して，18-29 歳の者約 600 名（内男性 300 名，

女性 300 名），60-69 歳の者約 600 名（内男性

300 名，女性 300 名），計 1,200 名を無作為に

抽出し，調査を依頼した。質問項目は，属性，

暮らし向きなどの生活状況，健康や食生活，

ボランティア活動，身体障がい者に対する健

康支援など，リテラシーやソーシャル・キャ

ピタルも含めて問うた。 

 いずれも，解析ソフトは IBM SPSS Text 

Analytics for Surveys （日本アイ・ビー・

エム株式会社）を用いた。首都大学東京研究

安全倫理委員会の審査・承認を経た後，実施

した。 

 

４．研究成果 

（1）①食生活で困っていることは，次の 6

つにカテゴリ化された。健康・栄養状態（疾

病，排泄，体重コントロール），エネルギー・

栄養素摂取状況/食物摂取状況（1日の摂取エ

ネルギーや栄養素，食事摂取量），食行動（食

事づくり，購買行動，食べ方），健康行動（運

動，活動量），周囲の人も含めた食環境（介

護者，外食・中食），その他（経済的理由，

食欲，食べる時間，障害，将来不安）。 

②脊損者が健康的な食生活を送るために必

要な要素として「家族・周囲からの理解と支

援」，「同じ障害を持った仲間との情報交換」，

「入院中の食教育」，「慢性期（退院後）の食

教育と食情報へのアクセス」がカテゴリ化さ

れた。カテゴリ化における重要アイテムは

「入院中の栄養相談」「具体的なアドバイス」

「入院時だからこそ必要な食関連 QOL」「病院

による食に関する情報提供（入院時・通院

時）」であった。 

 脊髄損傷など当事者に特化した情報とし

て，褥瘡，骨粗鬆症，排泄などの健康･栄養

状態に関する情報へのニーズが高いこと，こ

れらの健康問題に関連した食物摂取や食事

のタイミング，エネルギー・栄養素必要量の

情報が必要であること，また，仲間との学習

会などを通した情報交換の有益性が高いこ

とが示唆された。当事者への支援では，受傷

直後の入院時ならびに慢性期の医療機関で

の食教育や食に関する情報提供のニーズが



高かった。さらに，インタビューからは医療

機関や医療従事者により対応が異なること

が明らかとなった。今後，当事者の食環境へ

の認識の向上，医療機関を対象とした障がい

者への食教育の実施や食に関する情報提供

が必要である。 

（2）食環境認知との関連では，健康関連 QOL

である身体的サマリースコアと精神的サマ

リースコア共に，食情報へのアクセス「地域

での食情報入手」と関連がみられた。食生活

満足度で関連がみられたのは，食物へのアク

セスでは「家庭内での栄養バランスの整った

食事がとれる状況」，食情報へのアクセスで

は「家族や仲間からの健康や栄養情報入手」，

「マスコミからの正しい健康・栄養情報入

手」であった。健康関連 QOL と食生活満足度

では，関連する食環境認知は異なった。食環

境整備を進める上では，目指す方向（目標）

によって，家族や身近な者，地域，マスコミ

など，アプローチが異なる。なお，食生活リ

テラシーが高ければ，脊損者の健康状態や食

行動などの食生活で困っていることが少な

いという結果は得られなかった． 

（3）食生活支援を担うことが期待される若

年者や高齢者は，いずれも生活満足度，ヘル

スリテラシー，食環境認知，ソーシャルサポ

ートなどとの関連がみられるものの，年代に

よって関連要因が異なる可能性が示唆され

た。地域では，シニアボランティアの活動が

活発である。団塊の世代の退職にあわせ，NPO

法人やボランティア団体の登録が大幅に増

加している。一方，若者世代も，多くの高校・

大学でボランティア活動が単位化されてお

り，ボランティア活動は身近である。食生活

を支援する立場にある者のヘルスコミュニ

ケーションを明らかにすることは，地域での

障がい者への健康支援のモデルづくりの基

礎資料となる可能性がある。 
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